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l 第 l年次研究の経過 と概要
「学習態度の形成とその指導Jという主題で行なっているとの研究は ，昭和39年度から5か年の継続
研究として実施しようとしているもので，その全体的な鱗想では








態度 (attitude)は ，本来“姿勢 凶あるいは“身構え凶を意味する日;常語として用いられていたが:
そのご ，理論的にも実証的な研究においても著しい進展がなされるにつれて ，いわゆる “心的な構え仙
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ジャクソン oack日on ， 1834-1 91 1)は皮質運騨頁の働き方について次のように述べている。 “運動
領は運動を考えるのでパ、ちいちの筋を考えるものではない~だから ，巡llJiJ領からの刺激によっておと
る通勤は個々の筋の収縮ではなくて ，すでに多くの筋の収縮によって構成されたまとまった通勤になって




ととろで，イメージ (irnage) ということばは ・その内容も概念品M定義も不明確なもので ，ぱくぜ
んとしたものであるが ，最近ではすっかり一般的に用いられている。元来は視覚に関するものだといわれ






(イメー ジ〉を構成する。そして ，このイメー ジが動因となって意志決定がなされるζとになろう。この
ようにして構成されるイメージIJ;，直接的に筋のl収縮を規制するはたらきをもっているとすれば，述動の
意図や目的にかなうように正しく，確実にイメージを構成する ことがきわめて重要な意庶をもっといえゐ
rehearsa工ともいう)この点に着目して ，最近ではイメージ .トレーニング(あるは ，memtal
が連動学習の手法として用いられ，主と しτスキル(s i:i 1ユ〉の習得に有効なものだとされるようにな
また，このイメLー ジを言語におさかえることによっていっそう明確にするねらいから，イメージの言語化




























(意詩的なもの〉をその遂行過程において反映し， 連動の強さや ，経過 ，ならびに分配などを無意識的に
調節して，随意、通勤をスムーズに，確実に行なわせているものであるから，意識とまったく無関係だとは
いい切れないものであろう。むしろ，この二つの神経系が相互に密接なかかわりをもち ，運動を計画どお
りに遂行しょ勺とするいっぱう，そ¢計画を受けて .)華麗iがスムーズに .I1買序よく ，確実に行なわれるよ
うに協同し允はたらさを営んでいるものと忠われる。








に ，その機能は ，ある場合には賦f舌イ七され ，またある場合には抑制を受けるという実に微妙な影響が外的.
内的念要因によってもたらされている。おそらく，との機能を促進し ，抑制する刺激のおもなものは，外
部的な祝覚像や音，温度 ，光 ，湿度などであろうし ，内部的には感情や情動，認識の度合い，意志カ ，な
らびに深部知覚などであろう。








過程が原則的に設定されている。運動のパターン (pat ter n)とは，具体的な身体の操作 (phy白ic<ll 































ができる。しかし ，形態と精神的な側面は ，機能と相即不能な関連をもってはいるが ，その基礎であり ，
背景となる意味あいが強いので，とのこつの側面を除いて身体機能を体力の中核とみなしているのが一般





a エネルギー発現の質と量からみた体力……とれは，身体の発生するエネルギー の質と量から ，そ
のエネルギーが力，スピード， パワー，および仕事畳となるというみかたであって，それらは体力として
の生灘的要素と次の.;tうに対応をしている。
筋力 (8 t r e n gt h)………..・H ・-・… 力
〉 パワー(power)
敏しよう性 (包gility) …...・H ・.，・H ・- スピー ド 〔仕事率〕
持久性 (e n d u r a n c.e )・…...・H ・.. 仕事量
b エネルギーの有効な活用からみた体力 ……これは ，からだをどのように操作するかという面で.
さきにみてきた調整力 (cnordination)をさすもので ，タイ ミング ，リズム ，バランス ，リラ
- 7 -
yクス，集中力が含められる。
































⑤ 通勤の遂行過程には ，必然、的にフィ ー ドパ y クがなされる。
図 1に示したように，筋には筋紡錐 ，躍には腿紡錐と呼ばれる深部感覚の受容器がある。また ，関節の
骨膜にもファーター，パチニー小体がらって ，この深部感覚をつかさどっている。とれらの感覚は，身体
各部相互の位置 ，進動の様態 .抵抗の度合い .重量などを感ずるものだといわれる。この梓経路は .筋紡
佐+小脳→ 歯状接→ 視床→大脳皮質巡動領 となっており .この回迄がさらに錐体路系につな
がっているので .あたかも .白動制j御回路をなしているといえる。したがって .遂動の遂行における実際






だちの誤技 .映像 .巡動bの説明 .短所・長所の指摘などが有効な手段となる。



















































































































































形成され .身につけられたものであるから .その時点では .その人なりの特色をもつはたらきかたをする












ども， 実際の遂行過程には ，この意識的な側面ばかりで解決する ことのできないものがある。 いわゆる・
意識と実践のずれは巡動の学習において ，つねにみられる現象である。どのようにすればよいかは.はっ
きりとわかっているが.実際には ，そのとおりにからだが動かない場合が多い。





































































































































の全体像を構成すること .つまり .運動のイメー クを描くことがその役割りであるといわれる。この
イメージに意志の発動が加えられることによって .まとまりをもった共同的 .拾抗的にはたらく筋の






























② 予備的な動態観察と諸調査(発育 ，知能 ，生活環境 .体力特性 )
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てある。これによって， 運耕易面にはたらく学習態度の認知的，意志的 ，情緒的 .活動的な様態を推測す
ることができるものと思われる。
運動のさまざまな場面において発揮される態度のはたらさを ，“いつもそうする ぬ.“はっきりしない1
“そうしない ω.の三つの範囲にまとめてみたが .tれをとおしてわかる ことは.次のようなものであ
る。






































〔図5) 100 m疾走における情務的反応 (中l女〕
(中 1女〉
勝 ち た u、 24・7t%> 楽しい
速 く 定 ろ う 24・7 -
さいどまで走りとおす 18・8 平気
いっ し ょうけんめいに 1 O. 2 
がんばって走 る 8・8 さわやか
離れ ないように 2・9
追 い越 し た し、 2・? 明る い
スタ 一 トを速 く 1・4
やれるだけや る 1・4
|凡降雪とても EZやや 函Nl掛ても品、相手のじゃまをしないよう 1・4
腕 を曲げて走る 1・4





などの消撞的な菌や.技能的な欠点をカパーしながら走ろうという面 ，さ らには .どうでもよいから阜く
終わってくれるようにというなげやりな面など.実にさまざまな様態がみられる。




ので ， 態度の規制力の大きなことがいまき らながら強~される。
b 認知の様態








まっすぐ.強く蹴る t. と 5 
ポールにうまくあしをあてて蹴る 1 
相 手 を 決 め て 蹴 る 1 
後ろへ蹴る にはどうするか
キックはとてもむずかしい
キy クのしかたはたくさんある 1 
キyクのしかたがよくわかった 1 
ポ ー Jレをからだでとめ る 1 
ポ ー ルをにがさないよう tこ
ゴーJレキーパ はー手でとめてよい
ポ'.-)レをよく見て守ること
ポ ールの方向をよ く見ること 1 I 
ホ・ーノレの とるがる万向に集まらない 6 
ポジションを しっかり 守る こと 1 
味方 にうまくパスをす る 3 
試合 に 負けな いよう 2 
基礎技術を試合 に 生かす
もっとじようずになりたい 3 
無 反 応 2 
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これによってわかるように.運動の遂行(P e r f 0 rma n c e)と協調(coordination)とは.そ
とにはたらく意敢によって左右されるほど重要な影響を受けている。ところが.運動学習における児童生













































































する過程において E 認知的 .情緒的 .意志的な側面を強調した学習指導を実施して運動技能の
形成を助長し，学習態度の変容を究明する。
対象 北蒲原君!盟栄町立葛塚中学校 1年A組 .B組男子 84名
町旨導計画の概要J(時間数 5時間 5 0介単位時間)
- 3 1ー










































































。 助走をつけ，両足踏切りで行なわせる。と 10踏切板 4敏







克 型 運 勤 の 要 領 指 導 の 意 図 課 鍾
I ひじ倒立 すζし曲げたひじの上Kひざを上げ， ゆっくりと L パランスのとりかた ゆっくりと，， 
体重をかけながら倒立する。 2 両手でつくる安定商に，重心をおとす。 つ数えられる。
。補助 樹立 2人l組となり，倒立する苫の両御をささえて立 倒立における次のt吉本条件を徴庇させる。 倒立がいっぺん





E 倒立~ 2人1組とな弘補助創立から仰を屑にかつま，プ 総立て的転に必裂な，倒立~ プり yジの感 λムー ズにできる。
プリ yジ リを作ってijJK.立たせる。 をつかみとらせる。
lV 合上倒立~ 1. とぴ籍縦(4段)の上哲様立をして前にたおれ， 台上のはしで， 1本的な条件が症のうように からだがよ〈そ





じ克 !ri 連 動 の 要 領 f首 導 の 意 図 議題
y ，、:11' とび箱績 (2段)IL.片あし踏切りでハンドスプ 手首で行なラ起きはなしと，前転の後半におけ 1ぼやくでき7.p
スプリング リングを行ない，着地1Oo るスピー デ な処理の要舗を把鑑させる。
。とび箱にマyトをかぶせておく。
羽民立て前転 とび箱横(3段)で，前あし踏切りによる倒立腕 L 践を伸ほし，頭をおとしての倒立総転。 腕がよの{申u.










対象 北蒲原郡豊栄町立葛塚中学校 2年C組 .D組女子92名















o 上腕 力ー一-- からだをささえて横にまわす
o 腹.背筋力一一一ー からだをまっすぐに伸ばして.その状態を維持する。
o 頭 の ):J一一一一一顔の万向変換を可能にする。
@ 段階的な学習過程と指導の意図
腕立て(伏臥)横とびこしの学習において.運動のパターンを獲得するには






冗 型 学 習 活 動 指導の怠図 課 題
I 能立てから 1. 両腕でからだをささえ，それを轄として， - 手をつく位置を，つねに腐のましたにするよう 3 6 0度まわる。
だまわし ~を細かく績に効かしてからだを移動させる。 にさせる。
2 前記の喪舗で，いつきに 60度〈らいから - 顔を績に向けるととがからだの方向変換に大き もとの位置に，な
だを移動1る。 な没割りを果たしているととに気づかせる。 ん固でかえれるか
E のぞき 1. とび箱の矯K両手をついτ，いつきに60 - 頭をからだを動かす反対側に向ける(のぞき) 手をつくしゅんか
とびとし -90度くらいからだをまむし制寸。 ととを強調1る。 んに顔を向ける。
Z 手をつくしゅ;んかんにゐ毛手を加えながら . il1i曜のさいには.!震をまっすぐに伸ばさせeb とぴ籍を 2-4段
いつきにからだをまわす。 に高めてもでき石
• 2拍手 1. 2伯子での踏切りによって，のぞきとびζ - 次の3点を強調して行なわせる。 腰がまっ1ぐRこよ
とびとし しを行なう。 (l) 手をつ〈位置は，いつも肩のました 〈伸びていとb
Z 手をつく位置をしだいに巾央怒に移行して (2) のぞきをいつも行なう。
行なう。 (3) 腰をよ<f申ば-fo
W 斜め 1 手をつ〈位置を左(右)錦部に近づけると 手をつく位置をしだいに左(右)端部に移行し 跳躍してから手を
とびとし ともに，動走の距離を伸ば1。 て行なわせる。 っく。
Z 斜めからの助走方向を， しだいに正面に近 - しだいに正面助走が無思なくできるようにさせ
づけるようにする。 る。
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氏名組 JVO運動tl.能力一ド運動技能力ー ド 組必 氏名



















































































































両図をみてわかることは .約80-9 0 %の者がそれぞれの望みを多かれ少なかれ.積極的にもってい
ることと.約2-9%のごく少数の者がζれらに対して消極的な反応を示していることである。また.ど
ちらでもないとする者は約2-19 tf>と僅少な割合いであることもわかる。



















予想 と 実擦の 8己評価










中 1男では.この題材は中学校ではじめて学留するものだけに.“ うまくできそうだ "・“うまくでき
そうもない恰という両極にはっきりと位置づく反」むをすることのできる者よりは .“はっきりわからない
というあいまいな判定をせざるを得ない者がはるかに多い割合いを示しているものと思われる。とのよう
な予怨は .自己の経験的な背景にもとづくものであるから .当然なことだといえる。しかし .実際の学習
の成果に対する自三評価は sとの予想とまったく異なり.“ うまくできた ぬという認知に大きく傾いてい
ることを表わし二いる。また .“うまくできない"と予想した者 (21-24%)も著しく 波少し(7-
1 2 %) .“はっきりわからないぬという中途半端な者(約67%)も磁滅(7-20%)を示している。
このよ うに， 学留態度の認知的な伊面についての変容が著明にみられたことは・ この実験の大きな収獲
だといえよ う。
とこるが .中2女では.全体としては予想に比べて“うまくできたぬと評価した者が増加していること
と.“ はっきりわからない ‘とした者が減少していることは .中 1努の場合と同様な傾向を示しているが.










































































































F.flをお こすこと I2 7ヤ勇気をもってする~I 2 
自 の 位 置 I2' I興味がわいてきたI2 
よ く 考 えて-.lA2 I全力をだしてすること I2 
線留をすることいらいく 考 えてI2 
4封l立の種類が多い 11 I顔をあげるこ とI2 
手の位置によって安定が違う 1 I紙管には順序がある I1 
腕 の力がつ く札 1 I台上ブリ yジは自がまわる I1 
基本を守る ことJI 1下腕.践の力がつく I1 






自分でくふう するこ とI1 
フォ ム I1 
いきおいのつけかた I1 
跳やくのしかた I1 
カ Y が大切uI 1 






























































先生のいうと おりにする I 1 
助走のしかた I1 
足の合わせかた I 1 
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d 感情，情緒の推移
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中学校1年男子の 「腕立て前転Jの学習l吃よってみられる感情の推移では ，事前調査tてよるものと， 1 
次(1時間目〉学習VCl:.'ける感じとの間Kは著しい変動がみb:h.るが，実際の学習(1次 ，2次， 3次Kわた
って)VCl:.'ける感じには，それほど大き念変化のみられ念hととが特色といえよう。
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匡葱とても 医週 そのようにしない匡ヨ すζ し
図 15と図16とは，r腕立て前転J， r腕立て検とびとし」の学習K際して，どのようなかくどでの



















〔図17 J 運動場面K対応する1(;剖な機能 (追調査)
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実験的念学~指導を実施してのち，約 1 か月後K追調査として運動場面調査 ( M S T ) を行なった結果







示しているが，総体的Kは ，予備調査κ比ベて積極的な茄の増加が目立っている。 ζとに ，ζの傾向
は ， 認知的左側面と意志的左側面~j:"いて大きく表われている。
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図 18では， r腕立て前転」の学習K公ける中学校1年男子(8 4名)の中から品名を選びだし， 技能 .
との関連で示される情緒的，意志的念側面の推移を表わしたものである。 6名を選定した基準は，事前調.
査(p )忙なける学習の成果についての予想(うま くできそうだ，うまくできそうも念い，やってみなけ
ればはっき bわからない)I'L関し， 3様の予想を立てた者の中から2名ずつを選び出したのである。 とと
で選定された生徒(九 -P6 )は，次のよう左区分に含まれている。
うま〈できそうだ一一一一一一一一 -ー-PE P2 
うまくできそうもない一一一一一一一-h へ
はっき bわから左い一一一一一一一- h h 
a P 1 とPz vc.ついて




P ~-一一一思うようvc..からだか窃〈。いっし ょ うけんめいKする。なんと念< ，そん左気がする。
と，運動科峰の良好念自覚と主主去、をあげて ，ともK運動K積極的念意欲をもっている好ま しさが目立つ
ている。また，二人とも“うま〈なbたい愉とhう極めて積極的な要望をもっている。
学習についての技能 ，情緒 ，意志の推移I'L:I>'いて ，P1 ， P 2 ともK大き念変動の衣いととがわかる。
た':， Plは事前Vてないて， r腕立て前転」は“すζし危険だ ぬという感じをもっていたが，実際の学習
では ，その感じも消しとんで “とても安全だぬという感じに傾むいているととが目立つ程度である。








と.P3 では体力の弱さを自覚し ，P. は意志的な欠陥を認めている。また，うま〈衣bたいという要
望では，P3 が “すとし要望するぬと しているし ，P. は“ふつう 凶という程度である。
とのような予想や要望で質的な相瞳がみられたが ，実際の学習Kよる技能Kついての評価は，著しい相
違を示し ，P3 が終局的K“とてもうま〈できた凶としているのK対し，九 は“ふつう"だというとと
ろK落ちついている。.
情緒的な側面と意志的な側面では ，P 3 ' P. ともK変動が認められるが ，ζとK凡でとの移動が大
きくなされているととがうかがわれる。 2人ともI'L，学習の事前VC:l>'ける心的念はたらきが，学芭"(1(ょ っ
-47-
て該極的な方向VC~容しているのであるが ， との傾向にはP1 やP 2 Kみられない大きな変動が特色だと
いえよう。





S とP6 とは ，“ うま 〈できそう Kもない凶という予想、を立て ，その理由と して次の点をあげている。
PS 一一一ー休ブJが弱い。 ζわいと思うと ，からだがすくむ。運動を了するのがきらいだ。
九 一一一ーからだが思うようK動かない。あまP考え念い。まじめさがたDない
PS は ，体力的な面と情緒的な函の欠点と ，興味のないととを理由とし .P 6 は，調整力の弱さ ，無思








意志的左側面での大き念変容は ，P 5の人間関係(なかよく)VC ;lo~v>てみられ ， 他Kは ， あまタ認めら






〈だした者Kは ，あま b変化の認められない者と ，大きな変動を示す者との異左った様態が認められる。
学問態度の変容は，とのようvr..運動技能の程度と極めて密接な関係が保たれているもので ，好ましい
学習態度の変容Kは ，児2量生徒の運動技能を高め.{I申ばナ学問指導のなされるととが肝要だと思われる。
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きょう。 勺，:i-Sち 1 証.-，( '"・ .:_， l 
-foi l予想と実際民事1.る技能についての評価，1こは.かなりのずれがみられるr。 . q 
、j宅自句事前VS}'r-士衿f予想芦は .P 7 と-P6 とは“うま 1くでき・そうだ凶と答え ，Pg とPlOとは“はっき
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bわからない 凶とし， P" と P12 と は “う ま 〈 で きそうもない ぬとの判定を しているの~ ， 実際の学習K
よる結果では ， ζれがか左 9~変動をしている ζとが表わされている。 ζ とに， P. ， P 10' P 1 2では，
とーの変動が大きM。
， 事面iJ~ ;t，>ける予想、の理由と して ，生徒たちは次のような ζとをあげている。
P7一運動をするのがとても好きだ。
P 8 __，1恵、うようにからだが動〈。とわいと思う ζとも平気でできる。運動をするのがとても好きだ。
;t P 9 体力が弱い。ζわいと思うととが多い。






項目~九九~~EK徒 P7 (工Q，41) P ( 55) P9 (57) P 日(47) P'l (59) P12 (41) 、』、-
上七 体 霊 27.7 29.2 30.2 25.7 25.8 29.7 
比 胸 問 4 7.1 48.0 4 空~5 51.3 48.3 52.1 
「て示ー ツーァスト A 4 5 4 2 4 i総合判定
とれらの生徒たちの形態的，機能的念面については，上記のと公bであって ，比体重ゃ比胸囲の大きい








であろう。 ζの態度の側面と しての情緒的な反応の推移が ，運動技能の程度と笑K深い関係をもっとと叫
態度の変容κないて極めて重要な意味を含んでいる。
仮説 (2)及び (3 )で推測したよう(tL ， 態度変谷の条件と して~熟段階をふまえた学~過程をとる ζと
と，情緒的左満足，安定の保証される学自信導のなされるととをあげた。好ま しい態度(情緒的な側面K
関レて)を形成させるtては，その遥動技能の程度を効率的に高めるととが必要だと痛感される。
O 意志的な側面における機能は ，原良IJ的にi単語b技能や情緒の推移と同翻を示 してはいるが，必ずしも，
これらとの偽速は密接でないものと思われる。
P11が示しているよう (tL，技能の程度Kついての評価と情緒反応とが低い段階に位置づいていても ，意
志的念作用は，必ずしも低いとはいえ左い。 PS では ，技能の程度がしだいK低下をしたと判定している
-50 -












とれた。 ζのととから ，態度の側面と しての意志力 (気力)!'Lついての変容は ，指導技術Kかかわる部面
を多分Kもっているといえるようでるる。運動の学習場面の構成と学習内容の編成Kもとづいて ，意志力
が高度K要求されるよう念学自活動をさせるようI'C，児童生徒を動機づけ，はげまし ，それK追い込むよ


















在とるτ?，漣動枝能者殺棒高:<-形成す石Ii..必 Vどは，1 さまざま念要因カi復雑'vtがらま!:J~ふてはいるが ，
!とどに .1その避動の')~1}'一二仰を適確に J順次的(rC適用するととが焦点となろうn 運動のパターンは，運動
を行なうために要求される答観的で妥当方E療班や法員Ijから副P出三れえもの寸 j身体操作の典型左もいう
ペ・き.，めで(';h¥るd だからてとlAっイJぞtれは，けつ』して固定的 i既1成的なl込ので政衣ぐ ，発展的，創造的な
面を多分Kもつものであ!:J.また，層的構造と系統性を含むものでるろう。
I ~: ζの運動のパタ'.::J;/を獲得する過程l イウぎり.運動技能の形成過程には ，と<(rC ，習熟と関迷こヨけた学
智謀粧を構成b台濫用する?‘とと'ぐ実験例で示した一ょう VC)‘が中核 正なるが ，その際 VC，その様
説.f運動頃樹情的うま系統性子三げ;&)らう択。め石ので'左<'-C ，体力的左側面;争意識的左側面.環境的左側理など
の多面的な柄容を総合的'vc'，%']1 ピぢど、とか必婆セ・あろう占いわば，技術的な指導段階のてっ奇的~適朋では
lぜぐ吋 ，情合・学習í!æ-行ちも、企冨与とど知肝要で~ß ' ， どればfって，人l湖の総合的;1力が統合されて勺る運
動技能の質的念変容がじ4ザふ;4k崩待合:':5'(ø"~思ιムギL-
品℃えり'f'チkじて形成さまt詰運動技能り遥歩γ|匂JJI[ょぷて ，学習態度の変容がもたらされ，モオろが，そ
句情ぽで、司ゴiυ1デV宋Jでとしでjさらlt" ぞの~l't行主主われる五百勤学習への?構え " としての機能をも っーと
そとk宏之SJ百二トド_'i.¥_ .T~~ ¥ 川 '1'0:、白川 .."1 ，""'--r.1 r 
f♂'i. ! 基礎体力きを充実 '強化す~.ょうーな手法を採・り入れた指~ーをする こ が必要である。
人学習態度't;t .，運動の学習 K際じて ， もつばら浬争遂行的7R7九九Þr;-èJその結尭ρ修Eといそ内，~VU:'>け弘億fき' 'èl:''é~証言fr?をJé弘主右手十.~~ 'è)ど弘、i ，i言動の:孝行代は ，とのE十l品~~I与量を受けて働〈運動の~~
官〈筋ゃ牒など〉が実際的な役割タを果えJ0でいるば拘JTぜ〈よ;iぞれr6カJ自桂百五存住注記lも受け，ほ
とんど意志の関与念しK働いているという複雑なメカニズムがあるだから， ζの筋の性能ゃ神経系の綴能
が ，運動の計画をそのま h遂行する ζとができゐ状態Kなっているか，どうかというととが基本的な問題
となるわけ、である。とのような面は，V>つばんK“基礎体力ぬと呼ばれてi，'!i，次のようKまとめるとと
がでぎよう。
I~ 観 点 物理的性質 l 運動要因
方.J f.l~ ~j~ JLド溺 [f ド、十万1èls ~T g沿いが川“、 !I¥'.-;"j ・1
z II'!元三位以トム土i，J{ほじJ タ性 ti~"i'r ?t y)~ -I 
3 
巳0， 芸品/附τρ粥祥続欄三吋L1h持'A.:元!t ~i~ 'du 白百ゐ〕、
1
基礎体力
， ぜ聖炉事三斗ι揖.，C 尭、 平刀 eió~~~-) .I"':，-j I 
~I .) 
。 エネルギーの活用
L旬 手駒f告勾 写宣告4静竿獲量 ë.tJ:ts帆曜 if'(l'ぉtヨ~õ血性
i (バランス，リズム，リラ yクス，タイミング，
f ま ?ちJ]長持主鴇予
1町 湖毎も)ピ性j"恒粘ヂ弾性It.Jド:1)架ν事~.. 'í~~ë~ f弘元 iBLiittjj IUihlLd 
阪量至理T?考書鳴、首種事と奪繋主用俺を央丸掲¥o$:主同急 ζとはす運動@遂千壬が基本的民l生意識の扶態たか





























とが ，なKよりも必要である。 ζのイメージは，運動を遂行する計画というベきもので ，ζのイメ--;/VC 
もとづいて運動が遂行されるいっぽう ，とれとの連繋VCよって，自律的な神経支配Kよる運動の協調が行
なわれるしくみになっているので，運動は確実VC，しかもスムーズK遂行されるわけである。






ととろで，巡動の学~指導K沿いて，とのイメージを明確V亡するためには ， 正 しいパターンを視覚とな
して与えるζとと ，その意味づけをするという両雨を辛子ろそかKしではなら念いであろう。パターンだけ













運動学自にないて重要念意味をもつのは ，学習内容や学習活動K対しての 「接近と回避」あるいは， r受


























学習態度K幸子ける意志的な側商の変容は ，“まじめに ，ねっしんK運動する ぬという集中的な力を高め


























通じているので ，示範とかフィ Jレム，写真 ，友だちの試技左どK求める ζとも，深部知覚によるフィード・
パyクを補正する意味で重要である。
また ，フ ィー ド ..， :1クをよbレ・っそう正確にするKは，言語に置き換えさせるζ とである。いわゆる
“言語化学習凶と呼ばれるもので，動作の短所や要領を言語で表現させてみるととKよって，感性的な
知覚の段階を理性的な認安cVC高める役割bをになっている。
以上』てないて ， 学~態度の変容をもたらす諸条件を結昔前9VC述ベてきたが ，との研究が ， 学習態度とい
う内面に働〈心的な機能にかかわるものであるだけに， ζれを具体的 ，客観的K把握するための方法上の
限界がつねK前面K立ちはばかっていた。 ζのために ，学国態度の調査Kは ，主と して外部的K表現され













念事.，f 乙の研究を担当 し，研究紀聖書を執筆したのは研究員 三善信ー である。
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